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た。即ち，一連のポリ(フルオロアルキル メタクリル酸エステル) [Poly (FMA) と略記した]系とポリ(フル






熱天秤 (TGA) などにより，ガラス転移温度 (Tg) と熱分解性を調べ，フッ素導入が熱的性質の改善に効果のある
ことを明らかにした。特に主鎖 α位にフッ素を導入した Poly (FFA) 系の Tg と熱分解開始温度の改善が著しいこ
とを見出した。
第5章では，一連の含フッ素アクリル系高分子の力学的性質として，動的粘弾性の研究結果について記述した。主









第7章では，含フッ素アクリル系高分子の表面特性を濡れの臨界表面張力 rc と Electron Spectoroscopy f or
















3) 誘電的性質を詳細に調べ，分子構造および分子運動との関連，特にフッ素置換の影響について研究している O 高
温に見いだされる α緩和と，低温域に現われる 7緩和の活性化エンタルピーを評価し，それぞれの解析帰属を行なっ
ている。主鎖 α位フッ素置換の Poly (FFA) 系のガラス転移温度が高くなる理由は，主鎖の極性の増大による分
子の屈曲性の低下によるとしている。
また，側鎖の分極モーメントを求め，側鎖末端の構造の差異を明らかにしている O
4) 表面に関する研究を臨界表面張力 rcと ESCA について行ない，表面濡れ性と分子構造との関連について研究し
ている O 表面濡れ性には，分子の骨格構造と側鎖アルキル基の構造が影響し，特に側鎖フルオロアルキル基の構造
の影響が大きいことを明らかにしている。また，表面濡れ性には，フッ素ないしフッ素を含む基のフィルム表面へ
の配向と密接に関連していることを実験的に証明している。
以上の結果は，含フッ素アクリル系高分子の応用および性質の改良に関して多くの基礎的知見を与え，これに基づ
いて有用な光学材料の開発指針を示すもので，材料開発の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認めるO
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